
インドネシア現地法人に
持ち込んではいけない

日本企業の常識

1Youtube Web Seminar

https://www.youtube.com/watch?v=C4Kk5v-_SxY


自己紹介
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1975/4～1981/6 ヤマハ㈱入社 インドネシア工場立上支援分野配属

1981/6～1987/3 インドネシア工場生産課長 電子鍵盤楽器の組立生産

1987/3～1995/7 インドネシア工場長 電子楽器、ピアノ、ギターの輸出拠点化

1995/7～2005/3 帰国、インドネシアを普及品の生産拠点化するプロジェクト

2005/3～現在 ヤマハ退職、インドネシア進出サポートコンサルタントvsして独立

  インドネシア語翻訳通訳

静岡大学客員教授、専修大学客員講師

独立行政法人日本貿易振興機構(JETRO)専門家

独立行政法人 中小企業基盤整備機構アドバイザー

一般社団法人海外事業支援センター(OBAC)アドバイザー

一般財団法人海外産業人材育成協会（AOTS）講師

一般社団法人日本インドネシアビジネス協会(ABJI)理事

などを経歴し、これまでのインドネシア進出支援企業数は約100社
インドネシアと
の関わりも52年
になりました



セミナー要旨
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• インドネシアに現地法人を設立した場合、本社の経営方針や経営シス
テムを踏襲するのは当然のことです。

• しかし、組織は時間の経過と共に、当事者が気が付かない内に、悪し
き習慣が根付いてしまうことがあります。

• インドネシア現地法人を立ち上げる際には、本社の悪しき習慣として
の常識を持ち込まないよう、十分に注意する必要があります。

• このセミナーでは、そのような日本企業の常識の事例を取り上げてみ
ます。
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1. 現場の力が企業の強み
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 戦後の昭和時代は生産現場のものつくりの力が開花し、あたかも現場からのボトムアップ
が、日本企業の威力であるように言われました。

 確かに当時は社員は会社の宝と称され、現場の社員も会社のために貢献することが当然
であると考えていました。

 そのため、会社トップの普段からの言動が、全社員に本能的に理解され、いわゆる戦略と
呼ばれるトップダウンの方策が無くても、会社全体が生き物のように回っていたのかもしれ
ません。

 しかし、そのような企業文化がほとんど無くなってしまった平成以降の日本において、現場
の力と言う言葉はあまり耳にしなくなりました。

 そして、元々そのような企業文化の無かったインドネシアにおいて、ボトムアップの現場の
力を当てにするのは無理でしょう。

 インドネシアにおいては、トップダウンで指導力を示す、事業戦略が必須です。

 時代錯誤と企業文化の違いを無視して、現場の力を過信していると危険です。



2. 良い物を安く早く
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 最近はあまり聴かれなくなったのですが、昭和時代には“良い物を早く”お客様に提供する
ことが金科玉条の如く唱えられました。

 物が無くて、安かろう悪かろうが通用していた頃には、当たり前に捉えられていた観念です
が、社会が豊かになり、購買力が高まって来ると、この通念では過当競争を起こすように
なって来ました。

 良い物が充分に手に入るようになると、逆に高くても、遅くても良いから、他人とは違うもの
が欲しくなるのが人間のようです。

 確かに、希少価値の高い商品であれば、多少の長い納期であっても、それを待っている間
が楽しみになると言う人もいます。

 インドネシアは今は未だ物が無くて、安かろう悪かろうが通用していますが、近い将来は日
本と同様に、良い物は高い値段で売れる時代が来るでしょう。

 そのような市場を今から率先して育てて行くことが、これからの競争力になるかもしれませ
ん。



3. 優れた商品は黙っていても売れる
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 戦後の日本企業は多くの優れた商品を、国内外の市場に打ち出して来ました。

 その中には広告宣伝をほとんどしなくても、その商品価値があまりにも優れていることから、
注文が殺到し供給が追い付かないものもありました。

 それは何時しか、“優れた商品は黙っていても売れる”と言う神話を生み出したようでした。

 そのせいか、日本企業はものつくりには拘りが強く、高品質・高機能な商品を作ることに、
人・物・金のリソースを注ぎ込む割には、広告宣伝に同等のリソースを注ぎ込むことに躊躇
するようです。

 そして、広告宣伝の中味も、日本人の民族性や文化を反映し、他の国々に比べて控え目で
地味であることを好むようです。

 しかし、日本国内市場と異なり、中国、韓国、台湾等の国々との競争強いられるインドネシ
ア国内市場において、日本人的な志向の宣伝広告は、影が薄くなってしまうと危惧されます。

 インドネシア人は日本製の商品に憧れていますが、知らないままで手にする機会を逃すこと
がないようにしたいものです。



4. 在庫は少ない方が良い
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 度重なる日本国内の大地震で部材のサプライチェーンが絶たれ、生産停止に追い込まれた
経験から、今では在庫に対する考え方は大きく変わって来ました。

 しかし、未だに経営目標に、在庫削減を取り上げている企業が存在することも事実です。

 在庫は、調達・生産・販売からなるサプライチェーンを運営した結果の事象であり、これを削
減したりゼロにすることが経営目標になることはなり得ません。

 調達、生産、そして販売それぞれの計画を立てる際に、もしもその基になる需要予測が常
に100%の精度であれば、その通りに調達、生産、そして販売することで在庫が発生すること
はありません。

 また、調達、生産、そして販売それぞれの計画を立てる際に、もしも供給側の制約が全く無
く、常に需要に100％応えられるのであれば、余分な在庫を抱える必要もありません。

 しかし、実際には需要予測は狂い、供給側にも制約が存在するため、それらの理由で結果
として在庫が生まれます。

 故に本来取り組むべきは、需要予測精度の向上と供給制約の緩和なのです。



5. お客様は神様です
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 自社の商品やサービスを買ってくれるお客に対して、神様を敬うように、おもてなしの心を
持って接する、と言うのは如何にも日本人らしい姿です。

 しかしそれも、円安の効果による、安くて、安全で、清潔で、親切な日本の製品やサービス
を期待して、大挙して押し寄せて来た外国人、特に隣国からの観光客の心無い言動で、見
事に打ち砕かれたようです。

 同じ価値観、同じ習慣を持つ日本人同士であればこそ、“お客様は神様です”のやりとりが
有効になると思います。

 インドネシア人は日本人と親和性が高く、親日国であることは変わらないでしょうが、 価値

観、習慣、歴史、宗教、そして言葉が異なる民族間で、“お客様は神様です”の感覚は通じ
るのでしょうか。

 神様のようなお客様は居るかもしれませんが、悪魔や鬼の様なお客様もいるかもしれませ
ん。

 用心するに越したことはありません。



6. 終身雇用と年功序列の誤解
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 日本は終戦後の廃墟から、奇跡と言われる経済発展を成し遂げましたが、その原動力と
なった一つとして、“終身雇用と年功序列”が挙げられると思います。

 しかしこの企業文化は、自由競争に反する足枷であるとして、グローバリズムが叫ばれる
2000年頃から、悪習であるとして日本企業から排斥されてしまいました。

 本来の意味は、企業は社員を大事な無形資産として扱い、定年までの生活を保証し、安心
して企業のために働ける環境を構築することだったはずです。

 しかし、株主の短期利益を第一に考えるグローバリズムにとって、それは邪魔なものとされ、
あたかも能力の無い社員のための、会社を駄目にする制度であるがの如く扱われて来まし
た。

 昭和時代に良く似た、高度経済成長が期待されているインドネシアにおいて、 “終身雇用と
年功序列”は大きな役割を果たせると考えています。

 間違っても日本と同じ轍を踏んではならないと思います。



7. IT導入によるコストダウン
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 インターネットとパソコンの急速な発達と普及により、現在ではパソコンを使わないで事務作
業をしている姿を想像することは無理でしょう。

 全社的なIT導入が流行った2000年前後は、それによる省人化や在庫削減で、大幅なコスト
削減が実現出来ると言われたものでした。

 確かに作業スピードは短縮され、これまで出来なかった高度な作業が可能となったことは事
実ですが、人員が減った訳ではなく、在庫も左程削減されず、大幅なコストダウンは夢物語
に終わったのではないでしょうか。

 IT導入を否定するものでは決してありませんが、その目的を履き違えると、却って仕事が増
えて人員追加を余儀なくされてしまいます。

 事業規模に合わせて、マニュアルで済ませた方が良い処理は無理矢理IT化せずに、仕事
の流れが可視化されることを優先すべきです。

 今後AIの活用が進むと、この分野は益々複雑になると思われますが、ステレオタイプな進
め方でブラックボックスを増やし、逆に余計な仕事を増やすことは避けなくてはなりません。



8. 無借金が優れた経営
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 平成以降の多くの日本企業は、短期利益を優先する株主の要求に応えるべく、長期的投資
のための借入は敬遠し、無借金と内部留保の蓄積に注力して来ました。

 借入金による投資が新たな財を生み、それが経済成長に繋がると言う仕組みを無視したこ
とで、日本経済は長期の停滞の時代に入ったままです。

 インドネシアのGDPは日本と良く似た構造で、約6割が官民による国内消費で占められてい
ます。

 消費を増やすためには生産を増やすことが前提となり、生産を増やすためには投資が必要
となります。

 インドネシア経済は5％強の成長を維持していますが、ここで投資が低迷すると間違いなく
成長も鈍化するでしょう。

 インドネシアで事業展開する日本企業も、特に国内市場での消費を狙っている場合は、こ
の仕組みを理解し、少しでもGDP成長に貢献すべきです。

 特に日本からの投資は、低い金利で有利であることを忘れないようにしましょう。



9. 生産現場の3Kは仕方がない
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 生産現場は「きつい」「汚い」「危険」の3Kが原因で、若い人が集まらないと言われて久しくな
ります。

 それが原因で、工場をインドネシアに移した事例もあり、逆に外国人労働者を技能実習生と
言う名目で増やしつつあります。

 生産現場は「きつい」「汚い」「危険」が当たり前と、諦めてはいませんか。

 業種により程度は異なりますが、これらは経営者の心掛けで改善されるもので、私自身イン
ドネシア工場長の時代にはそれを体験しました。

 根気よく知恵を絞って3Kの改善に取り組むことで、製品品質や作業品質が向上し、作業能
率も向上し、もちろん労働災害は減少しました。

 経営陣からの指示だけではなく、作業者自身の意識改革も求められるため、一朝一夜にし
て実現するものではありませんが、仕方がないと諦めていると何も変わりません。



10.二酸化炭素を排出しない
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 地球の温暖化を防ぐために欧州諸国で始められた、化石燃料の使用廃止による二酸化炭
素の排出防止は、欧州諸国でのエネルギー問題と経済問題から、その勢いは急激に低下
し、見直しが行われています。

 日本もその流れの中で、SDGs（持続可能な開発目標）は官民を挙げてのキャンペーンとして、
鳴り物入りで進められて来ました。

 インドネシアにおいても、二酸化炭素を排出しないエネルギーへの移行が、国家目標として
挙げられています。

 その一つがガソリン車から電気自動車への移行で、最近のデータでは、新車販売の4台に1
台が電気自動車になっており、この傾向は止まりそうもありません。

 発電のエネルギー源は、現在はほとんどが石炭と天然ガスですが、これを再生可能エネル
ギー、あるいは原子力に移行するのはまだまだ先の話になるでしょう。

 懸念されるのは、豊富な化石燃料を資源として持つインドネシアが、現在の方向性のまま
進んで問題ないのかどうかです。



11.財務・税務は税理士任せ
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 日本は税理士のサービスが非常にきめ細かく、至れり尽くせりのため、中小零細企業の多
くは、会計や税務の仕事を安心して丸投げしているようです。

 そのため、中小零細企業のオーナー社長はものつくりに集中することが出来、経営数字は
丼勘定であっても、細かいことは税理士がしっかりとフォローしてくれる仕組みになっていま
す。

 ですから、中小零細企業のほとんどは、中長期事業計画はもちろん、月次年度予算や、そ
れに基づく予実績管理も眼中には無いようです。

 しかし、インドネシアに現地法人を設立して事業を展開するに当たり、それでは余りにも無
謀で危険です。

 日本国内では永年の事業経験で積み重ねて来た実績があり、それは目に見えない暗黙知
として役立っているはずです。

 しかし、新たに事業を始める、異国の地であるインドネシアにおいてはそれは期待出来ませ
ん。



12.まさか我が社の社名が
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 インドネシアにおいて、日本商品は憧れの的であり、それを現わすブランド名は非常に大事
な要素です。

 ですから、日本をイメージさせる名称は、商品名に限らず地名、会社名、人名などありとあら
ゆるものが対象となります。

 それに目を付けてビジネスにされているのが商標登録で、会社名を使った商標を登録しよう
と手続きを始めた際に、その会社名が既に商標として登録されていた事例もあります。

 日本人は、“誰も見ていなくてもお天道様が見ている”とか、 “他人様に迷惑を掛けてはいけ

ない”とかと、子供のころから教わって来ているので、まさかと思う様なビジネスが横行して
います。

 日本社会は大分国際化されて来ましたが、それでも日本は世界の中では唯一異なる文化
を多く持つ国であることを忘れてはなりません。

 良い意味でも、悪い意味でも、日本の常識は世界の非常識です。



最新のインドネシア情報はこちらから
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インドネシア進出サポート公式サイト
インドネシア進出準備から撤退までの要点を簡潔にまとめたGoogleトップランキングサ
イトで、毎月1日発行のメルマガのバックナンバーも掲載しています。

インドネシア最新情報ブログ
日本の普通のメディアでは報じられない情報を、独自のコメント付きで紹介しています。

インドネシア進出サポートウエブセミナー
公式サイトに掲載されたセミナースライドを、音声解説付きでYoutube上にアップロード
しており、インドネシア週刊ニュースダイジェストも毎週月曜日に発信しています。

インドネシア進出ハンドブック
インドネシアでの事業展開に必要な知見と手続きを網羅したもので、随時更新されて
います。

愛する二つの祖国である、日本とインドネシアの発展のため、
全てのコンテンツは無料で公開しております

https://www.hmkt.jp/
https://per-inc.com/blog/
https://www.youtube.com/channel/UCXghuRz7zRX5jLOXu75rQjQ
https://www.hmkt.jp/handbook4.2.pdf
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ご清聴ありがとうございました
ここからは質疑応答です
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